
、
 内

の
協
力
・
支
援
団
体
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
 

は
、
 
「防
ご
う
非
行
、
助
け
よ

う
立
ち
直
り
」
を
統
一
標
語
に

掲
げ
、
七
月
一
日
か
ら
全
国

い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

s
会
、
更
生
保
護
婦
人
会
、
町

内
会
連
合
会
、
そ
れ
に
南
小

・

五
小
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
四

百
人
が
参
加
、
市
内
の
目
抜
き

通
り
を
行
進
し
て
、
犯
罪
の
な

い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

（写
真
ー
七
月
八
日
、
岩
木

町
通
り
で
）
 

「防
ご
う
非
行
 

助
け
よ
う
立
ち
直

り
」
 

協
力
・
支
援
団
体
が
パ
レ
ー
ド
 

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
 
「

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
 
パ
レ

ー
ド
に
は
、
寺
田
市
長

人
た
ち

の
更
生
を

目
指
し
た
 
の
パ
レ

ー
ド
が
七
月
八
日
、
市
 

を
は
じ
め
、
．保
護
司
会
、
B
B
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世 帯 数 	14,488 

（昭和55年 7月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,583人 

女 	27,213人 

市 の 人 口 

52,796人 
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譲舞響舞麟蕪事醜響響篇 

墓地の購入者を募集 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集し ぐいます 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画 5 可 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	 3,000円（年間） 

ロ受 付 け 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお間合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿⑤ 2111番・内 

線 233番）へお問い合わせ下さい。 

交
通
法
令
講
習
会
と
映
写
会
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
八
日

（月
）
午
後
七

時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
二
階
会
議
室

口
講
師
 
五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
対
馬

交
通
係
長
 

参
加
者
に
は
、
法
令
受
講
証
を
差
し
上
げ

す
。
 

主
催
 
五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
、
交
通
 

（第 3種郵便物認可） 

~ 

事

故
防

止
に
 

立
ち
あ
が
ろ
う
 

市
交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策

本
部
の
設
置
打
合
会
が
、

六
月

二
十
八
日
消
防
庁
舎
二
階
に

関

係
機
関
、
団
体
の
代
表
者
が
出

席
し
て
開
か
れ
、
直
ち
に
寺
田

市
長
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
対

策
本
部
（
七
月
三
十
一
日

ま
で
）
 

を
設
け
、
交
通
事
故
防
止
の
非

常
事
態
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

打
合
会
に
は
、
寺
田
市
長
を

は
じ
め
福
田
警
察
署
長
、
市
交

通
安
全
協
会
、
町
内
会
連
合
会
、
 

市
タ
ク
シ

ー
協
会
、
ダ
ン
プ
協

会
五
所
川
原
支
部
、
五
所
川
原

交
通
指
導
隊
、
市
大
工
組
合
な
 

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の

減
少
は
、
市
民
の
悲
願
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
市

及
び
関
係
機
関
、
団
体
等
に

お
い
て
は
、
全
力
を
あ
げ
て

交
通
事
故
防
止
運
動
を
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
十
一

月
一
一

十
一
日
か

ら
、
交
通
事
故

死
“

ゼ
ロ
〉
行
進
を
続
け
、
 

今
月
七
日
で
二
〇
〇
日
達
成

と
い
う
直
前
の
一
九
九
日
目

に
、
若
者
に
よ
る
飲
酒
暴
走

運
転
に
よ

つ
て
死
亡
事
故
が
 

「
 

発
生
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
 

次
々
と
誘
発
し
、
今
月
だ
け
で

す
で
に
三
名
の
死
亡
者
を
出
し
、
 

ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
、
夏
季
に
向

い
事

故
多
発
期
に
入
る
こ
と
を
思
い
 

け
で
も
、
標
然
と
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
事
態

に
鑑
み
、
市
は
こ
こ
に
非
常
事

態
を
宣
言
し
交
通
事
故
防
止
緊

急
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
私
が
本
部
長

と
な
り
、
交
通
安
全
意
識
の
高
 

交
通
事
故
防
止
の

非
常
事
態
が
宣
言
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
交

通
安
全
協
会
栄
支
部

で
は
さ
る
六
月
二
十

二
日
、
住
民
の
悲
願

で
あ
っ
た
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
ー
、
〇
〇

〇
日
を
達
成
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五

十
二
年
六
月
二
十
七

日
、
浅
井
の
国
道
一

〇
一
号
線
で
、
乗
用
 
 

揚
、
指
導
の
徹
底
を
は
じ
め
、
 

関
係
機
関
団
体
等
と
一
体
と
な

っ
て
、
交
通
事
故
防
止
対
策
に

全
力
を
傾
け
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
本
市
が

直
面
し
て
い
る
こ
の
厳
し
い
状

況
を
ご
理
解
の
う
え
、
家
庭

や
職
場
、
さ
ら
に
は
地
域
に

お
い
て
、
交
通
事
故
防
止
、
 

特
に
死
亡
事
故
抑
止
の
た
め
に

格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
五
年
六
月
二
十
八
日
 

五
所
川
原
市
交
通
事
故
防
止
 

緊
急
対
策
本
部
 

本
部
長

・
市
長
 

寺
 
田
 
秋
 
夫
 

車
の
男
の
運
転
者
が
死
亡
し
た

事
故
以
来
の
記
録
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
同
栄
支
部
、
七

ッ
舘
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
 

引
き
続
き
死

亡
事
故
ゼ

ロ
二
、
 

五
〇
〇
日
達
成
を
目
指
し
、
」ハ

月
二
十
九
日
姥
落
神
社
境
内
で

一
、〇
〇
〇
日
達
成
記
念
と
一
、
 

五
〇
〇
日
達
成
の
祈
願
祭
を
行

い
地
区
の
国
道
通
り
を
パ
レ

ー
 

ド
し
て
、
死
亡
事
故
に

つ
な
が

る
酒
酔
い
、
暴
走
運
転
の
追
放

を
訴
え
ま
し
た
。
 

【
 

あ
わ
せ
て
、
も
し
、
 

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
 

な
ら
ば
と
考
え
る
だ
 

交通安全協会栄支部 

悲
願
ノ
死
亡
事
故
ゼ
口
 

一
、〇
〇
〇
日
達
成
 

安
全
母
の
会
 

多
数
お

い
で
下
さ
い
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一
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一
一
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交通事故 
一
 

 

試
験
に
伴
う
講
習
会
 

  

    

   

舞
隣馨
響（
（
繊
響

灘
警峯ま
 

昭
和
五
十

五
年
度
の

一
・
二
級
ボ
イ
ラ

ー
技
士
試
験
が
 

九
月
二
十
五

日
、
青
森
、
弘
前
、

八
戸
の
各
市

で
開
か

れ
 

ま
す
が
、

こ
れ
に
伴
う
実
技
講
習
会
と
試
験
準

備
講
習
会
 

士
が

次

の
日
程

で
開
か
れ
ま
す
。
 

技
 
実

技
講
習
会
 

一
 

」
と
き
 
八
月
二
十

日
ー
二
十

二
日
、
午
前
九

時
か

ら
 

ラ
 

「
一と
こ

ろ
 

西
北
労
働
基
準

協
会
会
議
室
 

イ
 

」
受講
料
 
七
千

円
（

テ
キ
ス
ト

代
含

ま
ず

o)
 

ボ
 

／
試
験
準
備

講
習
会
 

‘一
 

と
き
 

九
月
十
六

日
ー
十
九
日
、
午
前
九
時

か
ら
 

2
 

と
こ

ろ
 

西
北
労
働
基
準

協
会
会
議
室
 

L
受
講
料
 
九

千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含

ま
ず
。
）
 

ロ
テ
キ

ス
ト
代
 
二

千
三
百
円

（
実
技
、
準
備
講
習
と
 

も
。）
 

ロ
定
員
 
八
ト

五
人

（実
技
、

準
備
講
習

と
も
」
」
 

ロ
申
込

み
締
切

り
 
八

月
ト

八
日
（

月
）
 

ロ
申
込

み
先
 
互

所
川
原
市

字
新
宮
町
八

四
ー
五

（社
）
 

西
北
労

働
基
準
協
ヘ
ム
 
費
5
六
 
『

六
番

）
 

片

側
通

行
に
一
」
協

力
を
 

保

健
所
前

通
り
 

ト
水
道
（

管
き
よ
〕

ー
事
 
の

た
め
、

県
道
沖
飯
詰

ー
五
 

Lf
h
 

』
”
 
所

川
原
線
の
五

所
川
原
保
健
 

所
前
か

ら
飛
藤
酒
店
前
十

字
 

路
ま
で

の
区
間
、
延
長
二

百

ト
七
冒
ー
ト
ッ
バ
ン

参
照

ー
 

が
次
の
期
間
片
側
通

行
と
な

り
ま
す
。
 

下
水
道
工
事

に
ご
理
解

の

ノ
え
、
事
故
防
止

等
に
ご
協

力
を

お
願

い
し
ま
す
。
 

ロ
片
側
通

行
期
間
 

九
目
 

乙
 

叱
 

コ
」
の
異
常
な
事
態
は
 

」
 

北
村
知
事
ら
街
頭
で
訴
え
る
 

ど
の
代
表
者
三
十
人
が

出
席
。
 

寺
田
市
長
、

福
田
署

長
が
、
 

「
最
近
の
交
通
事
故
の
傾
向

は

若
者
に

よ
る
飲
酒

・
暴
走
運
転

に
よ
る
も
の
が

著
し

く
、

非
常

事
態
ど

こ
ろ
か

異
常
な
事

態
で

あ
る
。

も
は
や
、

地
域
住
民
に

立
ち

上
が
っ

て
も
ら
わ

な
け
れ

ば
防
ぎ

よ
う
が

な
く
、

交
通

安

全
の
思
想
を
家

庭
の
一
人
一
人

ま
で
浸
透
さ
せ
、

同
時
に

運
動

を
強
力
に

進
め
た
い

」
 
と
あ
い

さ

つ
、
市
民
ぐ

る
み
の
交

通
事

故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し

た
。
 

次
い
で
、

期
間
中
の
交
通

安

全
運
動
の
具

体
的

な
実
施
計

画

を
協
議
、

関
係
機
関

・
団
体
の

実
施
要
領
を
決
め
ま
し
た
。
 

七
ッ
舘
交
通
安
 

全
母
の
会

発
足
 

ど
 
安
全

は
 
家嶋
 

な
 か

』
ら
 

七
ッ
舘
交
通
安
全

母

の
会

（
白
戸
恵
美

子
会

長
、
会
員
六
十

二
人

）
が

こ
の
ほ
ど

発
足
、
夏
の
交

通
安

全
運
動
期
間

中
ド

ラ

イ
バ
ー
に

交
通
安
全

の
折
り
紙
を

贈
る
ほ

か
、
九
月
に
交
通
安

全
の
運
動
会
を

開
く

こ
と
な
ど

の
活
動
方

針
を

決
め
ま
し
た
。
 

「
こ
の
異
常

な
事
態
を

家
庭

の
一
人

一
人
が
認
識
し

て
下
さ

い
」
 

交
通
事
故
防

止
非
常
事
態
宣

言
中
の
七
月
五
日
、

北
村
県
知

事
、
北
野
県

警
察
本
部
長
、

寺

田
市
長

は
じ
め
交
通
安
全

母
の

会
な
ど

六
団
体
、

約
八
十
人
が

旧
ロ
ー
タ

リ
ー
角
、
 
「
中
三
」
 

デ
パ
ー
ト
前
で
交
通
安
全
を

呼

び
か

け
、
暴
走
・
酒
酔
い
、

無

免
許
運
転

の
追
放
を
訴
え

ま
し

た
。
 

広報ごしょがわら 

な
か
か

ら
 
し

つ
け
 

「交通安全の運動会」 



〇
酒
、
た
ば
こ
を
覚
え
る
 

れ
を
実
行
さ
せ
る
 

〇
電
話
に
対
し
て
敏
感
に
な
る
 
〇

家
事
等
の
分
担
を
さ
せ
、
子
 

〇
金
遺

い
が
荒
く
な
る
 
供

の
役
割
に
責
任
を
も
た
せ
 

〇
日
常
の
言
動
が
粗
暴
に
な
り
 
て
実
行

さ
せ
る
 

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
に
腹
を
立
て
 
〇

夜
の
外
出
は
絶
対
禁
止
さ
せ
、
 

乱
暴
す
る
 

  

 

ど
う
し
て
も
出
な
く
て
は
な
 

×
 ノ
 青森県知事から委嘱されました。（任期は昭和57年 3月31日まで） 

社会環境の浄化活動・青少年の非行・事故防止活動、その

他青少年問題の相談にあたります。 

（ お気軽にご相談ください。） 

※市民総ぐるみで青少年の非行ー事故をなくしましょう。 

※地域総ぐるみで社会環境づくりに努めましょう。 

く青少年焦余京声推進員 

氏 	名 住 	 所 電 	話 

第
一
一
 

中
）
宇校
区
 

大坂 修造 大字前田野目字桜ケ峯77 017329 
2184 

阿部 嘉徳 大字羽野木沢字実吉13 017329 
2019 

山内 清祐 大字松野木字花笠25 017329 
3323 

雪
m一
一
一
 

中
～字
校
区
 

成田 敏保 大字中泉字田川13- 1 017328 
3336 

浅利志麿子 字みどり町 3丁目100 （④）-（④） 	6 6 3 0 

平山栄一郎 大字湊字千鳥180-3 （④ - 4 1 9 6 

中
・
川
中

山宇
校
区
 

藤森 幸一 大字川山字森内102 ⑥- 3 2 8 2 

皿
子校
区

二
一好
中
 

対馬 正行 大字鶴ケ岡字川袋175 （③一 3057 

田
字校
区

飯
社
叩
中
 

田辺 洋三 大字下岩崎字尾花ケ原31-10 ⑦一 2656 

昭和55年（1980年）7月15日（475号） ④ 

間
も
な
く
お
子

さ
ん
達
が
長

い
夏
休
み
に
入

り
ま
す
。
 

各
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
休
み
中

の
指
導
を
十
分
に
し

て
お
り
ま

す
が
、
子
供
達
だ
け
の
自
由
時

間
が
多
い
た
め
か
非
行
、

事
故

が
こ
の
期
間
に
多

く
発
生
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

今
年
の
夏
休
み
こ

そ
は
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
子
供

達
を
守
っ
て
行
き
た
い
と
思

い

ま
す
。
 

◇
非
行
の
兆
候
◇
 

〇
態
度
や
こ
と
ば

つ
き
が
変
わ
 
 

る
 

O
う
そ
が
多
く
な
る
 

o

外
出
が
多
く
な
る
。
 

〇
変
な
友
だ
ち
が

訪
れ
る
 

o

タ
食
時
に
も
空
腹
を
訴
え
な
 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
ぬ
く
に
は

対
話
、
観
察
が

一
番
大
切
だ
と

言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

◇
非
行
の
防
止
◇
 

〇
規
律
正
し

い
生
活
を
さ
せ
る

日
課
表
を

つ
く
ら
せ
必
ず
そ
 
 

ら
な
い
と
き
は
父
か
母
が

い

っ
し
ょ
に
出
る
よ
う
に
す
る
 

o

見
知
ら
ぬ
人
の
誘
い
に
つ
い

て
行
っ
た
り
、
車
に
乗
っ
た

り
し
な
い
こ
と
を
厳
し
く
言

い
聞
か
せ
る
。
 

◇
非
行
の
種
類
◇
 

〇
お
ど
し
o
異
性
交
遊
〇
窃
盗

〇
車
上
ね
ら

い
〇
接
着
剤
〇
た

ま
り
場

o
夜
遊
び
等
。
 

こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
窃

盗
（
主
に
万
引
）
で
、

原
因
は
 
 

面
白
い
と
か
、

友
だ
ち
に
誘
わ

れ
た
と
か
、

ス
リ
ル
を
味
わ
お

う
と
か
簡
単
な
も
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
が
重
な
っ
て
大
き

な
非
行

に
発
展
し
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
の
で
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。
 

◇
愛
の
ひ
と
言
を
◇
 

う
ち
の
子
供
、
よ
そ
の
子
供

み
ん
な
同
じ
子
供
で
す
。
悪
さ

を
し
た
り
、
危
険
な
遊
び
を
見

た
と
き
は
見

な
い
ふ
り
を
し
な

い
で
勇
気
を
も
っ
て
注
意
し
て

下
さ
い
。
 

よ
い
こ
と
を
し
て
い
た
と
き

は
ほ
め
て
や
っ
た
り
、
励
ま
し

た
り
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
 

◇
あ
る
事
例
◇
 

登
校
中

の
中
学
生
が
不
良
高

校
生
に
な
ぐ
ら
れ
て
い
た
。
大

人
の
人
何
人
か
が
見
て
い
た
が

と
め
て
く
れ
な
か
っ
た
。
大
人

に
対
す
る
不
信
感
が
生
ま
れ
そ

の
中
学
生
は
人
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
ケ
ン
カ
、
暴
力
、
万
引
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見
過
ご

せ
な
い
大
切
な
問
題
だ
と
思
う
。
 

◇
お
願
い
◇
 

シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
、
そ
の

他
の
不
良
行
為
を
見
た
り
聞

い

た
り
し
た
と
き
は
次

の
場
所
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

〇
警
察
（
一
一

〇
番
）
駐
在
所

〇
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
 

（
廿
④
二
九
四
一
番
）
 

〇
学
警
連
事
務
局
（
五
一
中
）
 

（
丑
4
 

〇
一
一番
）
 

寄
 
付
 

ー
ーく
る
み
園
へ
ー
 

プ
リ
ン
な
ど
 

▽
六
月
二
十
三
日
、
市
内
寺

町
工
藤
常
商
店
で
プ

リ
ン
五
十

一
個
▽
六
月
二
十
八
日
、
市
内

岩
木
町
関
西
自
動
車
商
事

（
野

中
堅
代
表
取
締
役
）
で
西
瓜
三

十
個
、
メ
ロ
ン
二
十
箱
を
そ
れ

ぞ
れ
寄
贈
 

H
対
馬
さ
ん
 

ユ
 

F
 
1
5万
円
寄
付
L
 

教
育
振
興
会
へ

市
内
馬
性
の
対
馬
堅
一
さ
ん
 

（
市
総
務
課
長
）
は
六
月
三
十

日
、
教
育
振
興
基
金
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
財
団
法
人
市
教
育

振
興
会

へ
十
五
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

先
般
亡
く
な
っ
た
母
梅
さ
ん

の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 

特
殊
教
材
七
点
贈
る
 

五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
ク
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ー
フ

ブ

（
成
田
不
二
雄
会
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
次
の
小
中
学
校
の
特

殊
学
級
教
育
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
大
型
積
木
な
ど
七
点
を

寄
贈
し
鈴
木
教
育
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

ー
写
真
左
ー
 

贈
ら
れ
た
特
殊
学
級
教
材
は
 

非
行
と
事
故
の
な
い
夏
休
み
を
 

子
供
の
観

察
、
対
話
を
大
切
に
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少年の非行防止は」・「」・」 
愛の一声と 

家庭のしつ 

子供を水難事故から守ろう 

顔に油気がなく 

口の周りがあれる 

ロレツがまわらない 

衣服等からシンナー 
の奥いがする 

目が充血し 

トロンとする 

こんな少年がシンナー乱用者 

食欲がない 

勉強ぎらい 

仕事ぎらい 

〇シンナー等乱用少年を見かけたら、すぐ警察へ

通報しましょう。 

〇家庭では、子供の勉強部屋に気を配り、持物や

動向に注意しましよう。 

0下宿やアパート等の管理者は、非行のたまり場

にならないよう注意しましょう。 

0シンナー等の販売業者は、少年に一声をかけて

乱用のおそれのある少年には販売しないように

しましょう。 

マスコミ10人 
(2.1人） 

悩み16人 
(3.3%) 

不必要なシンナーや
ビニール袋を持って 

し●る 

シンナー・接着剤乱用の防止 

シンナー等の乱用は、少年自身が傷つき、 

さらには乱用により罪を犯す恐れもありま

す。 

子供を交通事故から守ろう 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
大
型
積
木
、
カ
ラ
ー
磁
石

玉
（
五
小
）
▽
三
面
式
大
型
計

数
器
（
中
央
小
）
▽
生
活
養
護
 

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、
 

貯
蓄
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
 

次
の
要
領
で
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

ロ
標
語
の
内
容
 
o
日
常
生

活
で
、
例
え
ば
量
よ
り
質
を
重

視
す
る
な
ど
、
暮
し
の
考
え
方

の
切
換
え
を
訴
え
る
も
の
 

〇
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
 

の
工
夫
に
よ
る
家
計
の
合
理
化

を
呼
び
か
け
る
も
の
o
お
金
や
 

物
を
大
切
に
す
る
生
活
態
度
の

確
立
を
す
す
め
る
も
の
 

〇
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
貯
蓄

の
必
要
性
と
そ
の
意
義
を
強
調

す
る
も
の
 

ロ
応
募
方
法
 
官
製
は
が
き

一
枚
に
、
標
語
一
点
と
応
募
者

の
氏
名
、
住
所
（
郵
便
番
号
）
、
 

職
業
、
年
齢
を
明
記
す
る
。
 

一
人
で
何
点
応
募
さ
れ
て
も

結
構
で
す
が
、
す
で
に
公
表
さ
 
 

訓
練
巧
技
台

（
南小
）
▽
サ
ー
 

キ
ュ
レ

ー
タ
ー
（
五
一
中
）
▽

九
九
練
習
盤
（
第
二
中
）
▽
図

書
券
（
中
川
中
）
 

れ
た
も
の
、
そ
れ
に
酷
似
し
た

も
の
、
課
訳
さ
れ
た
も
の
は
お

断
り
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
 

ロ
締
切
り
 
七
月
三
十
一
日
 

（
当日
消
印
有
効
）
 

ロ
入
選
 
特
選
一
点
賞
金
五

万
円
、
佳
作
十
点
賞
金
各
一
万

円
。
同
一
作
品
が
多
い
場
合
は

抽
せ
ん
に
よ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
 

ロ
入
選
発
表
 
九
月
。
入
選

者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
ォ
及
び
当
委
員
会

発
行
の
「
生
活
の
設
計
」
 
「く

ら
し
の
ち
え
」
誌
上
に
発
表
し

ま
す
。
 

ロ
送
り
先
 
郵
便
番
号
一
〇

三
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本

石
町
ニ
ー
ニ
ー

一
、
日
本
銀
行

内
、
 
「貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
」
 

貯
蓄
の
標
一
 
語
を
募
集
 



い
。
 

心
な
い
一
部
の
方
が

ま
だ

収
集
日
以
外
に
ゴ

ミ
を
出
し

て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
今
後
収
集
日
以
外

に
は
絶
対
出
さ
な
い
で
下
さ
 

五
日
（
火
）
、七
日
（
木）
の

三
日
間
平
常
の
ゴ
ミ
収
集

時
間
を
繰
り
あ
げ

て
行
な

い
ま
す
。
 

ま
つ
り
期
間
中
は
車
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
、
当
日
、
 

各
町
内
の
ゴ

ミ
収
集
日
に

あ
た

つ
て
は
所
定
の
集
積
 

下
さ
い
。
 

ゴ
ミ
、
繰
り
上
げ

収
集
 

ま

つ
り
期
間
の

四
日
、
五
日
、
七
日
限
り
 

市
で
は
、
ま
つ
り
期
間
 
場
所
へ

そ
の
日
の
朝
七
時

（
時

の
う
ち
八
月
四
日

（
月
）
、
 
間
を
守
る
こ
と
）
ま
で
出
し
て
 

いろいろな花火 	使い方をよ〈 

読んでから遊びましょう。 
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広報こしょがわら 

五所川原夏まつり行事 

日 	（曜） 時 間 11 	事 場 所 

8 月3 日 
（印 

午後 6 時 太鼓まっり お祭り広場 

8 月4 日 
旧） 

午前10時
午後 6時 

午後 7時 

げんと忌 

青年会議所・青年団協議会 
虫おくり・火まっり 

花火大会 

音 楽 碑 前 

岩木川河畔 

8 月 5 日 
因 

午前 9 時

午後 7時 

虫おくり 

ねぶた運行 

市
市
 
内
内
 
円
円
 

一
 

一
 

 

8
 

口
］
 
 

月
例
 

6
A
y
 
 

午前10時
午後1時
午前10時
午前10時 

午後 7時 

「ガッチャマン」ショーパレード 

サイン会・記念写真会 

西北五銃剣道大会 

西北五民俗芸能大会 

ねぶた運行 

市 内 一 円

お祭り広場

お祭り広場

市民文化会館

市 内 一 円 

8 月 7 日 
（村 

午前 9 日寺 
30分 

午前 9 日寺 
30分 

ぷ
 
内
北

た
 
可
五

ね
 
市
西
 

新
轟校

校
 

・
木1
 

目
 
撲
 
大
 

A
云
 

市 内 一 円 

岩木川河畔 
相撲場 

併 催 行 事 

日，勧 時 間 行 	事 場 	所 

4ー
 
日

D
  

午前11時
午後 1時 
午後 3時 

青森陸上自衛隊音楽行進 
西北五吹奏楽連盟音楽行進
演 奏 会 

内
内
 

一
 
一
 

 
ヒ

市
市
市
 
ー

l

文
 
円

円
館
 

民
 
会
 

 

4
B(
n
)
 

 

午後 1時
午前 8時 
午前10時 

老人クラスゲートボール大会 
サイクルゲーム大会 
県下登山ばやし大会 

市庁舎裏河川敷公園 
北斗グラウンド南側可」峨 
北斗 グ ラ ウ ン ド 

”
因
 

午後1時
午後 6時 

たばこ吸当会 

神明宮本町前夜祭 

「中三」 デパート前

仮宮 青 銀 構 内 

」
困
 

午前10時 神明宮本町例祭 仮宮 青 銀 構 内 

日
t
)
 
 

午前 8 時 東北・北海道馬力大会 北斗 グ ラ ウ ン ド 

花
火
は
 

使
用
上
の
注
意
を
よ
＜
読
ん
で
 

あなたのポケットに―冊 

56年版 県民手 帳 
（発行  10月下旬） 

ロ頒価 250円 

ロお申込みは 7 月31日まで 

ロお申込み先 市総務課、企画室 

（曹，)211 1番・内線318・319番） 

〔主な内容〕 

〇日記編 こよみと行事、月間予定表、日記、天気録 

0資料編 青森県の概要、都道府県勢一覧、市町村勢一覧 

〇名簿編 国会議員、県議会議員、各市町村理事者、行 

政機関、教育施設、文化体育施設 

〇便覧編 年齢早見表、七曜表、その他満載 

〇別 冊 住所録 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをトコ 

トン追求した日記式手帳の決定版ク 

お
子
さ
ん
が
花
火
で

遊
ぶ
と
き
は
、
使
用
上

の
注
意
を
よ
く
読
ん
で

聞
か
せ
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
を
教
え
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

と
く
に
幼
児
の
花
火

遊
び
 
は
、
安
全
の
た

め
に
親
が
必
ず
立
ち
合

う
よ
う
に
I
ま
し
ょ
う
。
 

火
災
予
防

皿
点
か
ら

も
、
花
火
を
楽
し

む
と
 

き
は
、
必
ず
水
の
用
意

を
し
た
い
も
の
で
す
。
 



饗
雌
扇

を
お
さ
が
し
の
方
 

ぜ

ひ
相
談

所
を
ご

利

用
下

さ
い
 

賠
舞
鍬
給
付
制
度
の
こ

利
用
を
 

⑦
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出稼ぎ者のみなさんノ＼ 

● 事故見舞金給付制度とは 

出稼労働者及び留守家庭のしあわせのために、県と

市町村で設立した I財団法人青森県出稼協会」が運営

する互助制度で、出稼ぎする方が加入者となり、さら

に県、市町村がお手伝いをしてお互いに助け合う制度

です。 

● なぜこのような制度が生まれたか 

出稼労働者が安心して就労できるよう就労先におけ

る事故及び留守宅等の火災に対して見舞金を給付する

ことにより、出稼労働者と留守家族の生活安定と福祉

の向上を図ることを目的にこの制度を昭和54年 5 月 2 

日に発足させたものです。 

●加入するとどんな利点があるのか 

加入者は出稼中に事故や災害にあった時に、次表の 

見舞金の給付が受けられます。 

種 類 給付額 事故・災害の程度 

死亡見舞金 500,000円 

出稼中（出発から帰宅ま

で）における死亡。ただし

一時帰省中（帰宅から出発

まで）の死亡を除く。 

傷病見舞金 

80,000円 

出稼中における負傷又は

疾病で休業療養期間が 6 カ

月以上である方 

60,000円 

出稼中における負傷又は

疾病で休業療養期間が 3 カ

月以上6 カ月未満である方 

50,000円 

出稼中における負傷又は

疾病で休業療養期間が1カ

月以上 3 カ月未満である方 

廃疾見舞金 200,000円 

出稼中における負傷又は

疾病による廃疾で通常の就

労を不能とする程度のもの 

（労働者災害補償保険法施

行規則第 4級以上該当の方 

火災見舞金 

80,000円 
加入者の留守宅の火災に

よる焼失（半焼以上） 

30,000円 

加入者の出稼就労先宿舎

の火災で加入者に著しい損

害を生じさせたもの 

● 加入の手続き 

市・市民相談室窓口へ加入申込書に 600 円を添えて

申込みます。申込みは本人のほか、家族、グループリ 

ーダー、出稼者団体役員などどなたでも出来ます。 

申込みによって I 加入者」 として登録されるほか、 

出稼協会から I 加入登録票」が渡されます。 

● 見舞金受給の手続き 

災害や事故が発生した時は、次の書類をそろえて市 

民相談室の窓口へ申請して下さい。 

種 類 申請に必要な書類 

死亡見舞金 

①事故見舞金給付申請書 
②戸籍謄本 

③死亡診断書又は死体検案書 

傷病見舞金 
①事故見舞金給付申請書 
②医師の診断書 

廃疾見舞金 
①事故見舞金給付申請書 
②医師の診断書又は証明書 

火災見舞金 
①事故見舞金給付申請書 

②所轄消防署長の発行した羅災証明書 

‘ 申請期間は 

給付原因の発生した日（即死以外の場合の死亡見舞

金、廃疾見舞金及び傷病見舞金にあっては、負傷又は

発病の日）から起算して、 2年を経過する日まで行わ

なければ無効になりますからご注意下さい。 

八
月
は
、
身
 
原

市
で
二
十
一
人
お
り
ま
す
。
 

元
不
明
死
体
の
 

ま
た
、
身
元
が
確
認
さ
れ
て

身
元
を
確
認
す
 
い

な
い
死
体
が
全
国
で
二
万
七

る
月
間
で
す
。
 

千
百
十
七
人
、
青
森
県
で
三
百

今
年
四
月
末
 

十
三
人
、
五
所
川
原
市
で
三
人

現
在
で
、
発
見
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
れ
て
い
な
い
 
こ

の
よ
う
に
多

い
身
元
不
明

家
出
人
が
全
国
 
死
体

の
な
か
に
は
、
 

で
九
万
五
千
三
 

1
 
家
出
中
の
自
殺
や
病
死

十
八
人
、
青
森
 

2
 
事
故
死
、
ま
た
は
犯
罪

県
で
七
百
九
十
 
の

被
害
者
と
な
っ

て
い
る
方

二
人
、
五
所
川
 
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
な
か
か
ら
一
体
で
も
多
 

く
身
元
を
割
り
出
し
、
家
出
人

を
さ
が
し
て
お
ら
れ
る
方
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、
県
下
二
十

警
察
署
に
相
談
所
を
開
設
し
、
 

資
料
を
と
り
そ
ろ
え

て
係
員
が

相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

遠
慮
な
く
お
い
で
下
さ
い
。
 

1
 
家
出
を
し
て
、
長
い
間

所
在
が
わ
か

ら
な
い
 

2
 
突
然
所
在
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
 

3
 
出
稼
ぎ
に
出
た
ま
ま
消

息
が
な
い
 

な
ど
、
お
心
当
た
り
の
方
は
、
 

ぜ
ひ
相
談
に
お

い
で
に
な
り
、
 

資
料
を

み
て
身
元
の
確
認
に
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
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（
三
 ま
ノ
 

‘虜
 

「
 

ニ
十
歳
に
な
っ

た
ら
”
 

●
 

満
二
十
歳
以
上
の
方
で
、
ま
だ
国
民
年
金
に
人
り
て
い
な
 

●
 

い
人
、
会
社

（
厚
生年
金
の
あ
プ
？）
を
ト
途
で
や
め
た
人
は
、
 

』
 
ニ
ー
五
年
以
L
国
民
年
金
に
加
人
中
れ
ば
、
老
齢
年
金
が
受
 

”
 
け
ら
れ
ま
す
。
 

【
 
若
い

人
達
に
と
っ
て
は
、
年
金
の
話
な
ど
遠
い
将
来
の
こ
 

」
 
と
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金

は
老
後
 

》
 
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

父
通
事
故
、
病
気
等
で
障
舌
者
に
 

【
 
な
っ
た
時
の
障
害
年
金
、
 
．家
の
働
き
手
が
亡
く
な
リ
た
時
 

「
 
の
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
 

・
 

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
→
 

一
皿
 
加

入
は
、
早
け
れ
ば
日r
い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
。

一
十
歳
に

入
川
 な
っ
た
方
、
会
社
を
や
め
た
方
、
国
民
年
金

に
入
る
は
f
の
 

i
”
 
方
で
ま
だ
未
加
入
の
人
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、

‘
く
に

市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
ド
さ
い
 

・●~無舞融昌雲田碑鵬・ 

い
ま
、
国
を
あ
げ
て
七
％
の
石
油
消
費
節
約
を
進

め
て
い
 

る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
 

猛
暑
の
夏
は
、

ク
ー
ラ
ー
の
使
用
が
増
え
る
な
ど
、

電
気
 

を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
が
増
大
し
ま
す
。
 

ご
家
庭
に
お
か
れ

て
は
、
こ
と
し
の
夏
は
次
の
よ
う
な
エ
 

夫
を
さ
れ
て
、
省
工
ネ
ル
ギ

ー
に
ご
協
力
い
た
だ

く
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

ー
‘
ユ房
温
度
は
2
8度
に
調
節
を

ク
ー
ラ
ー
を
使
う
場
合
は
、
 

こ
ま
め
に
調
節
を
行
い
、
冷
房

温
度
を
お
お
む
ね
二
十
八
度
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。
冷
房
温
度
を

度
上
げ
れ
ば
、
燃
料
費
は
約

一
割
節
約
で
き
ま
す
。
 

2
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
上
手

な
利
用
を
 

冷
房
中
も
、
よ
し
ず
や
す
だ

れ
、
カ
ー
テ
ン
を
上
手
に
使
え

ば
、
直
射
日
光
の
進
入
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
冷
房
効
果
も
あ

が
り
ま
す
。
 

3
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を

冷
蔵
庫
は
、
家
庭
用
電
力
の

約
四
分
の

ー
を
消
費
し
て
い
ま
 

上
び
ら
 

す
。
扉
の
開
閉
は
で
き
る
だ
け

少
な
く
、
開
放
時
間
は
、

短

く
し
ま
し
ょ
う
。
食
品
を
詰
め

す
ぎ
る
と
、
冷
え
方
が
悪
く
な

り
ま
す
。
 

ま
た
、
直
射
日
光
の
当
た
る

場
所
を
避
け
、
後
の
壁
か
ら
一

〇
靖
以
上
離
し
て
置
き
ま
し
ょ
 

》フ
。
 

4
お
風
呂
は
、
沸
か
し
方
に
工

夫
を
 

お
風
呂
の
水
は
、
適
量
を
午

前
中
に
く
ん
で
お

い
た
り
、
太

陽
の
熱
を
利
用
し

て
暖
め
て
お

い
て
か
ら
沸
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
は
い

れ
る
時
間
に
沸
か
し
て
次
々
に

は
い
る
と
追
い
だ
き
を
し
な
い

で
す
み
ま
す
。
 

5
テ
レ
ビ
は
、
つ
け
っ
ば
な
し

に
し
な
い
よ
う
ご
注
意
 

テ
レ
ビ
を
み
な
い
と
き
は
、
 

こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
時
計
が

わ
り
に
す
る
の
は
電
気
の
大
き

な
ム
ダ
使
い
に
な
り
ま
す
。
 

6
洗
た
く
は
上
手
に
工
夫
を

洗
た
く
は
、
適
当
な
量
の
洗

た
く
物
を
ま
と
め
て
洗
う
の
が
、
 

上
手
な
や
り
方
で
す
。
ま
た
、
 

す
す
ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
す
れ

ば
、
す
す
ぎ
時
間
が
短
く
て
す

み
、
水
と
電
気
の
節
約
に
な
り

ま
す
。
 

7
電
灯
は
、
つ
け
っ
ば
な
し
に

し
な
い
よ
う
ご
注
意
 

必
要
な
と
き
だ
け
、
必
要
な

と
こ
ろ
を
照
明
す
る
の
が
、
上

手
な
あ
か
り
の
と
り
方
で
す

d
 

ま
た
、
け
い
光
灯
は
、
白
熱

灯
に
比
べ
て
四
〇
％
少
な
い
電

力
で
同
じ
あ
か
る
さ
が
得
ら
れ

ま
す
。
寿
命
も
長
く
、
け
い
光

灯
は
お
得
で
す
。
 

8
ク
ー
ラ
ー
や
照
明
器
具
の
お

手
入
れ
を
 

ク
ー
ラ
ー
は
、
フ
ィ
ル
タ

ー
 

の
掃
除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
 
 フ

ィ
ル
タ
ー
の
目
づ
ま
り
は
、
 

能
率
が
落
ち
、
快
適
な
冷
房
が

で
き
ま
せ
ん
。
照
明
器
具
は
、
 

ホ
コ
リ
や
汚
れ
に
よ
っ
て
二
〇
 

ー
三
〇
％
暗
く
な
り
ま
す
。
月

に

一
度
は
、
お
手
入
れ
す
る
の

が
上
手
な
使
い
方
で
す
。
 

9
レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
、
バ
ス

の
ご
利
用
を
 

マ
イ
カ
ー
は
一
人
の
人
を
同

じ
距
離
運
ぶ
の
に
、
電
車
の
七

倍
、
バ
ス
の
五
倍
も

の
多
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
 

レ
ジ
ャ
ー
や
通
勤
、
通
学
、
 

買
い
物
は
、
な
る
べ
く
鉄
道
や

バ
ス
な
ど
の
輸
送
機
関
や
自
転

車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

1
0住
宅
に
は
断
熱
材
の
使
用
を

新
し
く
住
宅
を
建
て
ら
れ
る
 

，卿

方
ま
た
は
増
改
築
を
さ
れ
る
方

は
、
断
熱
材
を
入
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
東
京
地
区

の
普
通
の
住
宅

（
一戸
建
て
、
 

延
べ
床
面
積
約
百
二
十
平
方
」
H
)
 

に
は
約
二
十
万
円

（
新
築
）
ほ

ど
で
断
熱
材
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

冷
暖
房
費
が
か
な
り
節
約
で
き

ま
す
。
 

。
圧
〉
「家
庭
の
夏
の
省
ェ
ネ
ル

ギ
ー
対
策

・
1
0の
提
案
」
 

は
昭
和
五
十
五
年
六
月
五

日
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

資
源
対
策
推
進
会
議
で
決

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

会
社
を

や
め
た
ら
 

国民年金の保険料を 

忘
れ

て
お

り
ま

せ
ん
か

ク
 

期
分

の
保
険
料

の
納
期
は
、

六
月
三
十

目
で
し
た
。
 

事
故
等
に
よ
る
障

害
年
金
、

母
子
年
金
、
 

遺
児
年
金

等
の
各
種
の
年
金
は
受

け
ら
れ

な
い
し
、

将
来
老
齢
年
金

も
受
け
ら
れ

な

い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、

あ
わ
て

て
保
険
料
を

納

め
て
も

間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、

保
険
料

は
必
ず

期
限
ま
で
に
納
め
て
下

さ
い
 

お
忘
れ
の
方
は
、

至
急
、
納
め
て
ド

さ
い
。
 

も
し
期
間
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん
と
、

病
気
、
 轟“叫，護“瞬灘難熱舞軸峨癌麟薫 
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1 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和55年 4 月 
生まれの乳児 8月 6 日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和55年 1月 
生まれの乳児 

8月19日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和54年 2 月 
生まれの幼児 8 月26日 ク 

乳幼児の健康診査 

孔幼児の健康診査と健康相談を次の lI程で行いま一土 

H亥当 I る赤ちゃんには、受診させるようにしてドさい。 

ロ受付時問 ’I 後零時30ラ｝から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、パスタオル 

現ノl 、病気で治療中か他の医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠Iどドさ t、, 

1歳 6 : 月児に限り歯科衛生指導を行います 

「仮
面
う

つ
病
」
に

つ
い
て
 

医
師
会

と
家

庭
を

結
ぶ
、
 

み
ん

な
の
健
 

康

教
室

」
 
が次
の

日
程
で

開
か

れ

ま
す
一
 

お
気

軽
に
お

い
で
ド

さ

い
。
 

今

月
の
テ
ー

マ
は
、
 
「
仮

面
う

っ
病

」
に
 

つ
い
て
で

す
。
 

ロ
と
き
 

L

月
二

十

互

目
（
金

〕
午
後
一
 

時

か
ら
 

「
と
こ
ろ
 

産
経
会

館

四
階

ホ
ー
ル
 

主

催
 
北
五

医

師
会

・
五
所

川
原
市

民
 

保
健
協

議
会
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

轟
魯
血
魯
議
農
尊
事
ー
ー
 

・
ー
 
編
曹曹
幕
観
 

ニ
輪
車
は
 

昼
も
ラ

イ
ト
を

つ
け
走
行
を
 

皇警各 1円玉献金運動 

v…～vvv 日 程、一～~vー 

7 月22日因 午後 7時から 

鎌谷町、鎌谷集会所 

今
年
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
や
バ

イ
ク
の
更
通
事

故
が
多
発
し

て

い
ま
す
。
暴
走
運
転
な
ど
が
主

な
原
因
で
す
が
、

ほ
か
に
 

1
 
横
断
す
る
人
や
歩
行
者
 

市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

（
葛
西
専

造
会
長
）
で
は
、
 

恵
ま
れ
な

い
人
々
 
 

が
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
バ

イ
ク
に
気
づ
く
の
が
遅

れ
た
 

2
 
追
越
し
す
る
車

が
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
バ

イ
ク
が
対
向
し
て
い
る

の
に
気
づ
く
の
が
遅
れ

た
 

3
 

右

‘
左
折
す
る
車
が
、
 

道
路
端
を
走
っ

て
い
る
オ
ー
ト

バ
イ
や
バ
イ
ク
を
見
落
し
た

な
ど
が
原
因
の
交
通
事

故
も

か
な
り
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

に
愛
の
手
を
差
し
の
べ
よ
う

と
、
七
月
一
日
か
ら
「

一
円

玉
献
金
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
 

一
般
の
方
も
ご
協
力
下
さ
 

「
一
円
玉
献
金
運
動
」
は
、
 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
実

施
、
各
ク
ラ
ブ
班
長
を
通
し

会
長
が
と
り
ま
と
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

運
動
は
、
九
月
三
十
日
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
運
動
に

つ
い
て
は
、
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
。④

三
四
九
四
番
）

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
の

身
を
守
る
た
め
に
も
、
オ
ー
ト

バ
イ
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
と
 

市
及
び
五
所
川
原
市
民
保
健

協
議
会
で
は
、
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
次
の
日
程
で
「
移

動
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
聴
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
七

月
三
十
一

日
 
 

き
は
、
畳
間
で
も
ラ
イ
ト
を

つ
 

け
、
 ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
 

走
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
留
意
す
る

こ
と
 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
を
忘
れ
 

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

（木
）午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
中
泉
公
民
館

ロ
テ
ー
マ
 
「

腰
痛
と
神
経

痛
」
 
につ
い
て
 

ロ
講
師
 
中
井
達
郎
氏
 

当
日
は
、
健
康
相
談
、
血
圧

測
定
も
行

い
ま
す
。
 

恵まれない人々に愛の手を 

～おとなの責任で青少年を非行から守ろう～ 

7月はミ社会を明るくする運動こ月間です 

社会を明るくする連動は、すべての人がそれぞれの立場 

において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ 

うとする全国的な運動です。一 

「移
動
健
康
教

室
」
を
開
催
 

7 月23日困 午後 7時から 

新宮団地、森の家 

(7月 1日発行の市広報に

掲載した座談会の日程は、 

都合によって上記の日程 l 
に変更となりましたJ 

座談会を開催 

次代を担う青少年を非行

から守り、非行のある青少

年の立ち直りを助けるため、 

地域で理解の輪を広げまし

よフ o 

※多くの方に参加をしてい

ただきたいと思います。 

ぜひ都合のよい会場にお

いで下さい。 



錦
町
通
り
の

一
部
 

一
方
通
行
を

解
除
 

驚

響
 

麟
麟
麟
一
 

競
綴
戴
 

麟
鰯
 

）
麟簾
袋
 

黛

べ
 
A
 

      

麻疹（はしか）の予防接種 

 

「母
親
学
級
」
を
開
設
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
有
ご
ら
一
」
島
、ま
た
安
心
 

し
て
お
産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
圧
所
川
原
保
健
所
で
 

は
次
の
H
程
で
「
母
親
学
級
」
を
開
き
ま
十
 

ぜ
ひ
ご
畠
席
ド
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
二
目

（
水
」
 

［
テ
ー
マ
 
「
妊
娠
の
よ
ろ
こ
び
し
 

［
と
き
 
八
H
ニ
ト
L
目
（
水
）
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
妊
娠
中
の
生
活
」
 

受
付
時
間
及
び
場
所
 

い
f
れ
も
午
後
丈
“時
四
十
 

五
分
か
ら
 
時
ま
で
、
互
所
川
原
保
健
所
 

な
お
、
母
了
健
康
手
帳
を
ご
持
参
ド
さ
い
二
 

市
で
は
、
麻
惨
（
は
し
か
」
の
（r
防
接

種
を
行
い
ま
す
c
 

該
当
す
る
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、
 

期
目
ま
で
に
巾
し
込
ん
で
ド
さ
い
 
た
だ

し
、
す
で
に
麻
疹
に
羅
患
し
た
お
子
さ
ん

は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
ト
三
年
四
月
．
 

目
か
ら
昭
和
五
十
．
．年
十
二
月
三
ト
 
H
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
 

ロ
受
付
期
間
 

八
月
 
H
ー
八
月
十
五
 

お
申
込
み
先
 
市
保
健
衛
生
課
 

 

ぜ
ひ
ご
出
席
を
 

一
 

曹
曹
曹
ー
言
曾
毒

曹
藻
翼
曳
 

   

」
一
 

」
（.
 

「」
一
 

「
「
 

 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

」
 

斬宮嶋区 ，’良示寓峰区域“ 

r
 

住
居
表
示
実
施
の
お
知
ら
せ
 

し
い
住
居
表
示
を
お
使
い
下
さ

る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
 

青
少
年
の
非
行
防
止
で
お
願
い
 

、
地
区
高
校
P
T
A
生
活
指
導
連
絡
協

ノ

／
議
会
、
指
導
強
化
実
践
活
動
を
開
始
、
 

市
で
は
、
新
宮
地
区

（長
橋

字
橋
元
の
一
部
、
新
宮
字
岡
田

の
一
部
、
長
橋
字
広
野
の
一
部
、
 

中
平
井
町
の
一
部
、
幾
世
森

の

一
部
）
の
住
所
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
 
「住
居
表
示
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
新
し

い
住
居
表
示
制
度
を
実
施
し
ま

す
。
 

今
回
皆
さ
ん
が
た
の
地
区
を

市
議
会
の
議
決
を
得
て
、
昭
和

五
十
五
年
七
月
＋
五
日
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
か
ら
は
、
住
所
や
居

所
を
表
わ
す
と
き
は
、
必
ず
新
 

あ
す
の
世
代
・
郷
土
を
担
う

高
校
生
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
は
市
民
一
人

一
人
の
願
い
で
す
。
 

最
近
、
青
少
年
非
行

の
ニ
ュ
 

ー
ス
の
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

高
校
生
の
飲
酒
、
喫
煙
、
深

夜
の
う
ろ
つ
き
、
万
引
、
暴
力
、
 

性
非
行
、
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド

の
吸
飲
な
ど
か
ら
、
 一
度
犯
し

た
罪
は

一
生
心
の
重
荷
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。
 

七
月
十

五
日
か
 

ら
新
宮
地

区
で
 

願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
大
人
の
責
任
で

高
校
生
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
と

い
う
話
し
合
い
か
ら
地
区
P
生

連
は
指
導
強
化
実
践
月
間
を
た

て
、
具
体
的
に
行
動
を
開
始
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
人
員
不
足
等
か
ら

目
が
行
き
届
か
ず
、
ど
う
し
て

も
市
民
の
協
力
が
必
要
で
す
。
 

高
校
生
の
深
夜
の
う
ろ

つ
き
、
 

た
む
ろ
場
、
不
健
全
娯
楽
、
不

良
交
友
等
を
見
受
け
ま
し
た
ら

次
の
と
こ
ろ
へ
至
急
ご
連
絡
願

い
ま
す
。
 

ロ
市
内
各
高
等
学
校
生
徒
指

導
部
 

五
所
川
原
高
校
（

廿
⑤
三
〇

七
三
番
）
、五
所
川
原
農
林
高
校
 

（
廿
⑦
一
二
一
一
一番
）
、五
所
川

原
第

一
高
校

（
廿
④
二
三
四
七

番
）
、五
所
川
原
工
業
高
校
（

廿

⑤
三
三
〇
四
番
）
、五
所
川
原
商

業
高
校
（

廿
⑤
五
一
五

一
番
）
、
 

五
所
川
原
東
高
校
（
き
〇
一
七

三
二
九
ー
二
〇
二
三
番
）
 

ロ
五
所
川
原
警
察
署
防
犯
係
 

（
廿
⑤
一
一一
四
一
番
）
 

ロ
五
所
川
原
地
区
委
員
長
宅
 

（
廿
⑤

一
一
九
四
番
）
 

（
高
校
P
T
A
生
活
指
導
連

絡
協
議
会
五
所

川
原
地
区
委
員

長
平
山
洗
一
）
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公
共
下
水
道
工
事

の
た
め
、
錦
町
通
り

の
一
方
通
行
が
八
月

一
日
か
ら
九
月
十
日

ま
で

一
部
解
除
に
な

り
ま
す
。
 

こ
れ
は
末
広
・
柏

原
町
通
り
の
下
水
道

工
事
に
よ
る
片
側
通

行
に
よ
り
う
回
路
と

し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
で
す
o
 

解
除
の
区
間
は
、
 

県
道
三
好
線
交
差
点

か
ら
カ
サ
イ
理
容
所

ま
で
の
延
長
百
M

廿

ト
ッ
バ
ン
ー
で
す
。
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